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����整式�3 � 
[ �を�
�

� 
�[ � �で割った余りが��[���であり，[���で割った余りが���であると

き，3 � 
[ �を��[ 
�� �
� 
�[ � �で割った余りを求めよ。>��点@

����D�を実数として，次の���次不等式について考える。

　　　　　　 �[ �D[��D 
�� ��　……�①

①　不等式�①�を満たす整数�[�の個数がちょうど���個であるような実数�D�の値の範囲を

　求めよ。>�点@

②　不等式�①�を満たす整数�[�の個数を�1 � 
D �で表すことにする。D�が整数のとき，

　1 � 
D �を�D�を用いて表せ。>��点@

���� Q6  
 N �

Q

&
NNL �とするとき，以下の問いに答えよ。ただし�L�は虚数単位とする。

①　 �6 ， �6 �を求めよ。>�点@

②　P�を自然数とするとき， �P6 �を�P�で表せ。>�点@

③　 ����6 �を求めよ。>�点@

����曲線�&：\ �[ �N[�上の点�3��D，
�D 
�ND �における接線�A�が，点�3�と異なる点�4�で

曲線�&�と交わっている。さらに，点�4�における曲線�&�の接線が直線�A�と直交している。

①　点�4�の座標を�D，N�で表せ。>�点@

②　N�のとりうる値の範囲を求めよ。>�点@

����D，E�を実数とし，[\�平面上の次の���つの関数のグラフについて考える。

　　　　\ [H 　　��……�①

　　　　\ D[�E　……�②

①　①，②�がただ���つの共有点をもつとき，E�を�D�で表し，そのグラフを�DE�平面上に

　図示せよ。>�点@

②　����のグラフを�E I � 
D �と表す。定数�S�に対して�SD�I � 
D �を最大にする�D�および

　その最大値を求めよ。>�点@
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$，%，&�のいずれかの状態をとる粒子があり，その状態は次のように変化していく。

�イ�　状態�$�であるとき，��秒後に状態�$，状態�%�である確率はともに�
�

�
�である。

�ロ�　状態�%�であるとき，��秒後に状態�%�である確率は�
�

�
�であり，状態�&�である確率は

　
�

�
�である。

�ハ�　状態�&�となったときは，その後は変化なく�&�の状態が続く。

粒子は最初状態�$�であるとし，Q�秒後に状態�$，状態�%，状態�&�である確率をそれぞれ�

Q3 ， Q4 ， Q5 �とする。ただし，P，Q�は自然数とする。

���　 Q5 �を求めよ。>��点@

���　異なる�P，Q�で� P4  Q4 �となることはあるか。>�点@

���　 P3  Q4 �となることはあるか。>�点@

３

2�を原点とする座標空間にある，中心�&�� 
�，�，(�� ，半径��(� �の球面を�6�とする。

���　6�と�[�軸の正の部分との交点を�3�とし，6�と�\�軸の正の部分との交点を�4�とする。

　3，4�の座標を求めよ。>�点@

���　��点�2，&�を通る直線と�6�との交点のうち，]�座標が正であるものを�5�とする。

　5�の座標を求めよ。>�点@

���　四面体�2345�の体積�9�を求めよ。>�点@

���　��点�2，3，4，5�を通る球面の半径� �U �を求めよ。>�点@

���　四面体�2345�に内接する球面の半径を� �U �とする。このとき，
�U

�U
�の値を求めよ。

>��点@
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